
ＴＴＣ提案山行実施記録表 2011年08月02日 報告者：三村 (1/3)

山行名
TTC15周年記念北ｱﾙﾌﾟｽ後立山ﾘﾚ-登山 Ｅパ－ティ

遠見尾根～五龍岳(2814m)～八峰ｷﾚｯﾄ～鹿島槍岳(2889m)～爺ｶﾞ岳～柏原新道 [長野･富山県]

実施月日 Ｈ２３年７月２３日(土）～２７日(水) ［４泊５日］ 往復マイカ2台利用

天候／参加人員 天候実行欄に記載 レベル：★★★ 参加人員（申込:８人／実行:７人〔男2／女5〕）

ﾊﾟ-ﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ/計画: 、ＳＬ:、会計:、 救護:、 氏 名 削 除

参加ﾒﾝﾊﾞ 氏 名 削 除

（キレット小屋（３泊目）以降、Ａﾊﾟ-ﾃｨの１名同行） ＊Eﾊﾟ-ﾃｨﾒﾝﾊﾞの平均年齢：約68歳

費用 約５０，５００円(交通費\11,118+宿泊代\35,290+弁当･温泉その他\3,682+ｶﾝﾊﾟ金\410)

約50,500円

(Aﾊﾟ-ﾃｨからの途中

合流ﾒﾝﾊﾞ：約25,000

円集金)

内訳 ①ﾏｲｶ交通費;ﾏｲｶ使用料(@10x600kmx2台)\12,000、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ謝礼（@5,000x2日x2台）\20,000、ｶﾞｿﾘﾝ代

(@145x600/8x2台)\21,750、高速道路料金(相模湖-豊科;往路休日割@2050x2+帰路平日日中割@3400

x2)\10,900/total\64,650/一人あたり(Eﾒﾝﾊﾞ(2/15)\8,620/佐藤ｻﾝ(1/15)\4,310、②ﾀｸｼ代(扇沢出合-薬師の湯(9

人乗\１台)\6,020+ﾏｲｶ回収(薬師の湯-神城)\7,080/total\13,100/一人あたり(1/8)@1,638、③遠見尾根ﾃﾚｷｬﾋﾞﾝ

@860、④宿泊費(ﾍﾟﾝｼｮﾝ樹里家@8,190+五龍山荘@9,000+ｷﾚｯﾄ小屋@9,100+種池山荘@9,000)@35,290、⑤昼食弁当(ﾍﾟ

ﾝｼｮﾝ@315＋五龍山荘@1,100＋ｷﾚｯﾄ小屋\1,200)@2,615、⑥薬師の湯(@100割引券)@500、⑦雑費(ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ(\750+\500)

＋通信費\1,000+その他雑費\994)\3244/7人=@463、費用合計(Ｅﾊﾟ-ﾃｨ①～⑦@49,982／佐藤清ｻﾝ@25,748)

ｶﾝﾊﾟ金\2,875 集金(Ｅﾊﾟ-ﾃｨﾒﾝﾊﾞ@50,500x7＋佐藤清@25､000)\378,500－費用(@49,982x7+@25,748)￥375,625＝残金\2,875

日程(行程) 7/24(ｱﾙﾌ゚ ｽ平→五龍

山荘)

7/25(五龍山荘→ｷ

ﾚｯﾄ小屋)

7/26ｷﾚｯﾄ小屋→

種池山荘）

7/27

(種池山荘→扇沢)

全行程

累積標高差 登り1100m/下り

100m、歩行距離6km

登り500m/下り520m

歩行距離5km

登り750m/下り800m

歩行距離7km

登り0m/下り1150m､

歩行距離4km

登り2250m／下り2450m

歩行距離21km

行動/歩行時間 行動時間 歩行時間 行動時間 歩行時間 行動時間 歩行時間 行動時間 歩行時間 行動時間 歩行時間

ｶﾞｲﾄﾞﾌ ｯ゙ｸ上 ― 5:30 ― 4:25 ― 6:40 ― 3:05 ― 19:40

計画 8:00 6:15 8:30 5:20 7:00* 4:50* 8:05* 6:50* 31:35 23:15

実行（今回） 6:50 4:59 8:55 5:49 8:06 6:31 2:33 2:21 26:24 19:40

過去実績(1996or2006) 8:30 5:30 7:00 5:03 10:30 5:51 3:30/2:35 2:45/2:16 28:35 18:40

実行コ－スタイム記録 *計画では7/26はｷﾚｯﾄ小屋→冷池山荘まで

◆7/23(土) 天候:晴/曇（登山口の五龍遠見スキ－場至近のペンションに前泊/歩行なし）

本厚木or茅ヶ崎＝＝（各所ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ）＝＝相模湖IC＝＝談合坂SA＝＝梓川SA＝＝豊科IC＝＝白馬五龍ｽｷ-場(ﾍﾟﾝｼｮﾝ樹里家；泊)

12:00or11:30 13:32 13:40/13:50 15:18/15:53 15:57 17:00着 /夕食18:00～

◆7/24（日） 天候：晴のちガス（遠見尾根を登り五龍山荘泊；歩数；約15,800歩）

起床5:10～／朝食6:20～ \860 (1530m) 0:25 0:18 0:22 (1845m) 0:28(2007m) 0:25 0:43 （昼食）0:34 0:23

ﾍﾟﾝｼｮﾝ――ﾃﾚｷｬﾋﾞﾝ駅＝＝ｱﾙﾌﾟｽ平駅――地蔵ﾉ頭――見返り坂―― 一ﾉ背髪――小遠見山――中遠見―――大遠見――西遠見標識―

7:10 7:23/7:30 7:40/7:55 8:20/8:25 8:43 9:05/9:15 9:43/9:50 10:15/10:25 11:08/11:43 12:17/12:27

0:30 0:46 0:05

2266m西遠見山のピ－ク――2335mクサリ場上――白岳（遠見尾根分岐）――五龍山荘（泊） 夕食17:00～／就寝19:40～

12:50 13:20/13:30 14:16/14:25 14:30到着

◆7/25(月) 天候：晴のちガス一時小雨（起床～4:30/朝食5:30～；五龍岳(Aﾊﾟ-ﾃｨﾊﾞﾄﾝﾀｯﾁ)～八峰縦走～キレット小屋泊）

0:52 0:26 (Aﾊﾟ-ﾃｨ到着9:52) 1:05(昼食) 1:17 0:13 0:27 0:29

五龍山荘――五龍岳の肩――五龍岳頂上―――Ｇ４――ハシゴ場――北尾根ﾉ頭――口ノ沢のコル――キレット小屋（泊）

6:14 7:06/7:14 7:40/10:08 11:13/11:33 12:50 13:03 13:30/13:40 15:09到着

◆7/26(火) 天候:晴のちガス一時雨（起床～4:30/朝食5:00～;八峰ｷﾚｯﾄ～鹿島槍岳～爺ｶﾞ岳～種池山荘泊；約24,000歩）

0:28 0:50 0:38 空身0:09 0:06 0:42 (ｺ-ﾋﾌﾞﾚｲｸ) 0:41 0:53 （昼食） 0:16 0:48

ｷﾚｯﾄ小屋――八峰ｷﾚｯﾄ――(小休止)――鹿島槍吊尾根---北峰---吊尾根――鹿島槍南峰――布引山――冷池山荘――冷乗越――

5:48 6:10 7:00/7:07 7:45/7:51 8:00/8:10 8:16/8:21 9:03/9:43 10:24/10:33 11:26/12:02 12:18

0:22 0:38

爺ｶﾞ岳中央峰――南峰――種池山荘（泊） 夕食17:00～／就寝～20:00

13:26/13:44 14:06/14:16 14:54到着

◆7/27（水） 天候：雨のち曇（起床～4:30/朝食5:00～；柏原新道を下山、温泉入浴後帰宅）

0:30 0:47 0:12 0:52 ｼﾞｬﾝﾎﾞﾀｸｼ（温泉入浴/ﾏｲｶ回収） （昼食：手打ちｿﾊﾞ）

種池山荘――アザミ沢――駅見岬――第１ケルン――柏原新道登山口＝＝薬師の湯＝＝松川村(ｿﾊﾞ処つばくろ)＝＝道の駅松川＝＝

6:02 6:32/6:38 7:25/7:31 7:43 8:35/8:40 8:32/9:50/11:17 11:41/12:33 12:57/13:16

豊科IC＝＝諏訪湖SA＝＝談合坂SA＝＝八王子IC＝＝本厚木愛甲 ４日間の総行動時間：26:24／総歩行時間：19:40

13:31 13:58/14:19 15:37/15:50 16:25 18:00帰着 マイカ総走行距離(本厚木から)：556km



コ－スの概要、 特記事項、反省事項 等 (2/3)

TTC創立15周年記念行事にふさわしいｲﾍﾞﾝﾄとして､ﾒﾝﾊﾞ全員が参加可能で、全員が力を合わせて成し遂げるﾋﾞｯｸ山行

として、北ｱﾙﾌﾟｽ後立山山域（白馬岳～五龍岳～鹿島槍岳～針ノ木峠）での5 ｺ-ｽに分けてのﾘﾚ-登山を提案した。幸い多く

のﾒﾝﾊﾞに賛同頂き、7 ｺ-ｽ／31 名のﾒﾝﾊﾞにｴﾝﾄﾘ-頂いたが、最終的に 6 ﾊﾟ-ﾃｨ／28 名にて、ほぼ計画どおり実施することが

出来た。実施時期が梅雨明けｷﾞﾘｷﾞﾘの7/23 ｽﾀ-ﾄの設定になったため、天候が心配されたが、早々に梅雨明けし，迷走する

台風6号の影響はあったがまずまずの天候のもと事故もなく無事完了できたのは何よりだ。

当Ｅﾊﾟ-ﾃｨは、遠見尾根～五龍岳～八峰～鹿島槍～爺ｶﾞ岳～柏原新道の後立山の核心部の厳しい岩稜ｺ-ｽを山中 3 泊 4 日

のゆったり日程で縦走する計画で立案したところ、8 名のﾒﾝﾊﾞが手を挙げた。その後、ﾒﾝﾊﾞから厚木早朝発ではなく、麓

に前泊する計画にしてほしいとの要望があり、そのように計画変更をしたところ、それならばと2名の追加申込があり、

仕事の関係で参加困難､ﾃﾝﾄ泊で行きたい、体力的に自信なしとの理由で 3名がｷｬﾝｾﾙし、最終的に 7名（男 2／女 5）のﾒ

ﾝﾊﾞになった。7 名のﾊﾟ-ﾃｨﾒﾝﾊﾞは平均年齢 68 歳（最高 71 歳／最年少 60 歳）と厳しい岩稜縦走をする登山隊としてはい

ささか高齢ではあるが、４名の百名山完登者に 15年前白馬岳から柏原新道までの後立山連峰中心部を 4泊 5日で縦走し

た際の3名のﾒﾝﾊﾞを含む何とも頼もしい強者揃いのｼﾆｱﾊﾟ-ﾃｨが編成できた。

◆7/23(土)：遠見尾根登山口(白馬遠見ﾃﾚｷｬﾋﾞﾝ山麓駅)近くのﾍﾟﾝｼｮﾝに前泊

茅ヶ崎始発のRAV4と厚木始発のPRIUSの2台のﾏｲｶで正午頃出発し、談合坂SAで待ち合わせ。一路白馬五龍ｽｷ-場近く

のﾍﾟﾝｼｮﾝ樹里家に向かう。観光協会の紹介で予約したﾍﾟﾝｼｮﾝは築20年のいささか貫禄のある宿。中型ﾊﾞｽでやってきた大

阪のﾊｲｷﾝｸﾞｸﾗﾌﾞのｵｼﾞｻﾝ･ｵﾊﾞｻﾝ 20名と同宿となり、少々にぎやかな一夜だった。

◆7/24(日)：遠見尾根を登り五龍山荘へ

車をﾍﾟﾝｼｮﾝの庭に預け、ﾃﾚｷｬﾋﾞﾝ駅まで200m歩き、7:30amから運行開始のｺﾞﾝﾄﾞﾗに乗って標高1530mのｱﾙﾌﾟｽ平へ。雲

の中から五龍岳が姿を見せ、ｱﾙﾌﾟｽ平から地蔵の頭までの斜面は高山植物園として、ｺﾏｸｻやﾋﾏﾗﾔ青ｹｼ、ﾔﾅｷﾞﾗﾝ、ｼﾓﾂｹ、ﾊｸｻ

ﾝﾁﾄﾞﾘ、ﾐﾔﾏｷﾝﾊﾞｲ、ﾆｯｺｳｷｽｹﾞ、ｺｵﾆﾕﾘ等が今を盛りに咲き誇っている。花々を愛でながら、公園内の木道をゆっくり登り、

最初のﾋﾟ-ｸ地蔵の頭で一服。ｶﾞｽが懸かり眺望の利かない樹林帯を凌いで，小遠見山、中遠見山と徐々に高度を稼ぐ。水

たまりを少し大きくした程度の池の上に大遠見の標識、西遠見の標識は雪田の広がる広場にあり、どちらもﾋﾟ-ｸ上ではな

い。西遠見の標識から標高 2268m の西遠見山まで 20 分強。また、大遠見の標識があるあたりから低灌木林となり、高山

植物が目立つようになる。西遠見山から一端下り、そこから主稜線の白岳まで標高差約 300m の急峻な岩場とお花畑を見

ながらの登りが続く。白岳のﾋﾟ-ｸの先で縦走路にたどり着き最後の休憩。ここで、全ﾊﾟ-ﾃｨ CL に五竜山荘到着のﾒ-ﾙを試

みたが、電波状態が悪く、なかなか旨くﾒ-ﾙが送信できない。14:30pm予定より１時間早く全員元気に五龍山荘に到着。案

内された部屋は、上下2段の下側で、７人で寝るには十分の広さだ。5:00pmからの夕飯は定番のｶﾚ-ﾗｲｽで、お替わり自由

で、美味しいと２杯食べたﾒﾝﾊﾞが多かった。飲料水はﾌﾘ-、ﾄｲﾚはﾍﾟ-ﾊﾟも一緒に捨てるﾎﾞｯﾄﾝ和式。建物が古いせいか少し

臭うが概ね清潔。山荘にdocomo携帯のｱﾝﾃﾅがあるらしく、山荘玄関付近はdocomoは通話可。auはたまにまぐれで繋がる

程度。遠見尾根の登りは終日ｶﾞｽの中であったが、夕方霧が晴れ、五龍岳が姿を現す。ここからの五龍岳はお世辞にもか

っこがいいとは言い難い。信州側東斜面には大きな雪渓、遠見尾根が長く連なって雲中に消える。夜中、激しい雨。

◆7/25(月)：五龍岳頂上でＡﾊﾟ-ﾃｨからﾀｽｷを受け取り八峰を越えてｷﾚｯﾄ小屋へ

朝食を食べ終わる頃雨が止み、ｶﾞｽも晴れてみるみる眺望が利くようになった。男性陣は朝食前に2台のｶｽｺﾝﾛを使って

お湯を沸かしてﾒﾝﾊﾞ全員のﾃﾙﾓｽへ給湯。今日は五龍岳頂上でAﾊﾟ-ﾃｨの到着を待ってﾀｽｷを受け取り、ｷﾚｯﾄ小屋まで運ぶ、

核心部の縦走の朝。ｽﾄﾚｯﾁ体操をしながら五龍岳の稜線を眺めていると否が応でも気分が高揚してくる。

6:15am 山荘を出発し五龍岳山頂に向かう。A ﾊﾟ-ﾃｨの五龍岳頂上到着は 10:00am 前後の予定であるので、このまま行くと

五龍岳頂上で2時間以上の待ち時間があるが、これも一興。頂上で気長に到着を待つことにする。

山荘からおおよそ30分ほど登ると、登山道は黒部側の長いｶﾞﾚ場とﾊｲﾏﾂが広がる急峻な斜面をﾄﾗﾊﾞ-ｽするようになる。

丁度今から9年前、厚木市の岳友KTさんが滑落死した現場に間違いない。KT ｻﾝと面識があるのは4名のみではあるが、

全員黒部の谷の方を向いて１分間の黙祷を捧げ、故人のご冥福とEﾊﾟ-ﾃｨのこの先の安全を祈った。

7:40am 五龍岳頂上到着。A ﾊﾟ-ﾃｨ到着予定まで 2 時間以上時間がある。三角点のある黒部側ﾋﾟ-ｸに行って記念写真を撮

影した後は、Aﾊﾟ-ﾃｨが登ってくる登山道の通じている手前のﾋﾟ-ｸで待つことにした。ｶｽがかかったり晴れたりの空模様。

南にはこれから越える八峰の岩峰群とその先にどっかり聳える鹿島槍の双耳峰。北は、白岳・大黒岳と続く稜線の先に唐

松岳。さらにその上に天狗尾根と白馬鑓岳が少し霞んで見える。西側には毛勝三山とその左に剱岳の勇姿。頂上は雲の中

からなかなか姿を現さなかったが、長大な長治郎雪渓と三の窓雪渓を従えるその姿はいつ見ても感動ものである。気温

20℃前後で風もなく快適そのもの。大展望とおしゃべりを飽きるまで楽しんでいると、突然ｶﾞｽで視界の利かない中、ﾊﾞﾘ

ﾊﾞﾘという至近をﾍﾘが飛ぶ音。この時、①遠見尾根を下山中の63歳女性が5m滑落･負傷して救助されたようだ。なお、こ

の週後立山山域で発生した山岳遭難事故は、前記も含めて以下の４件：②7/27種池山荘で71歳男性が脳梗塞で倒れﾍﾘｺﾌﾟ

ﾀ救助、③7/28唐松から五龍に向かう32歳男性が大黒岳の岩場から100m滑落死亡、④7/31白馬鑓温泉小屋から猿倉に下

山中の33歳男性がｽﾘｯﾌﾟして転倒･負傷。①はDとEが、②はAとEが、③はAとDが、④はB1とB2が通過した場所だ。

こちらに向かっているAﾊﾟ-ﾃｨとｺﾝﾀｸﾄをとろうと、携帯電話､ﾒ-ﾙ、無線機を使って幾度も連絡を試みたが反応なし。仕

方がないので、9:00am過ぎより登山道がよく見渡せる場所にCLが陣取り、目視で探すことにした。眼下には頂上を目指

して登ってくる3～4組のﾊﾟ-ﾃｨが見える。多分A ﾊﾟ-ﾃｨはその内のどれかに違いない。頂上まで20数分の五龍の肩までは

何とか私の声が届きそう。9:20am頃最初に声をかけたﾊﾟ-ﾃｨは違った。続いて9:30am頃黒いｳｪｱを着た一人の男性が肩
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に到着した。STさ～んと声をかけたら、SKで～すと答えが返ってきた。本隊の3名は5分ほど遅れているという。そこから頂上ま

で岩場の急登20分強だから、そこで後続の本隊を待つように案内。やがて、SLを先頭にした本隊3名が現れた。それから先はＥ

ﾊﾟ-ﾃｨ全員でｶﾞﾝﾊﾞﾚ！ｺ-ﾙとｴ-ﾙの交換が頂上到着までの20数分間続く。9:52am、SL、紅一点のWEｻﾝ、SKｻﾝ,CLの順に頂上到着。歓

声の嵐と再会の喜びの握手々々。五龍岳頂上ﾋﾟｰｸに戻り、AからEへのﾀｽｷの引き渡しの儀式に続いて、横断幕を広げての記念撮

影を済ませる。2時間以上頂上でstand-byしていたEﾊﾟ-ﾃｨはAﾊﾟ-ﾃｨに先行して出発させてもらった。

五竜岳から八峰に向かう登山路は、いきなり岩場の急降下で、ｸｻﾘ場も多い。危険な岩場を歩く本日と明日は、岩場に弱いKE

ｻﾝをCLの後ろに付け、その後を超ﾍﾞﾃﾗﾝのTHｻﾝがｻﾎﾟ-ﾄする万全の態勢を敷き、間が空かないよう目配せしながら安全第一でゆっ

くり歩くように心がけた。G4頂上付近の岩場の窪地で昼食を摂っているとAﾊﾟ-ﾃｨの姿が見えた。その後何度かAﾊﾟ-ﾃｨがEﾊﾟ-ﾃｨ

に追い付きそうになることがあったが、先輩ﾒﾝﾊﾞに配慮してか、AﾊﾟｰﾃｨはEﾊﾟ-ﾃｨの前に出ることはなく、ｷﾚｯﾄ小屋までEﾊﾟ-ﾃｨ

に花をもたせくれた。八峰に多いｳﾙｯﾌﾟｿｳはすでに咲き終わり、岩場に目立つｷｷｮｳはﾁｼﾏｷﾞｷｮｳばかりでｲﾜｷﾞｷｮｳは見かけなかった。

途中、大粒の雨が降り出し､あわてて雨具を着込むｼ-ﾝもあったが、10分程度降られただけで、その後は雨具を脱いで歩いた。八

峰の中ほどの最低鞍部口ﾉ沢のｺﾙから、三段ｸｻﾘと呼ばれる標高差100m強のｷﾂｲ岩場を最後の力を振り絞ってよじ登ってから、小

ﾋﾟ-ｸをいくつも越え、あと小ﾋﾟ-ｸを一つ越えれば鹿島槍北壁に到着というところで、岩峰に挟まれたｺﾙにひっそりとたたずむｷ

ﾚｯﾄ小屋がﾋｮｯｺﾘと現れた。10分ほど遅れて到着したAﾊﾟ-ﾃｨとお疲れ様の握手。今夜のｷﾚｯﾄ小屋は80人の定員に30名弱。ﾋﾟｶﾋﾟｶ

に磨かれた床、乾燥室のｻ-ﾋﾞｽ、ﾄｲﾚも広くてきれい、貴重なはずの飲料水もﾌﾘ-、夕食はﾎﾞﾘｭｳﾑたっぷりのﾊﾝﾊﾞ-ｸﾞ。いつもそう

だが、今回宿泊した3つの小屋の中で一番居心地がよい。

◆7/26(月）：八峰ｷﾚｯﾄを越え、鹿島槍岳・爺ｶﾞ岳を縦走して種池山荘へ

朝まで降り続いていた雨も日の出を迎えるころには止み、剱岳も姿を見せる。新越山荘を目指すAﾊﾟ-ﾃｨのうち、本日からEﾊﾟ

-ﾃｨに合流するSKさんを除いた3名は、3:30am頃起床し、自炊室でｳﾅｷﾞ弁当の朝食を食べ、明るくなり始めた4:30am頃出発してい

った。なお、ﾀｽｷは昨夜のうちにAﾊﾟ-ﾃｨに再度託しておいた。 Eﾊﾟｰﾃｨ7名+1名は、ゆったりと朝食を済ませてから満を持しての

出発。八峰ｷﾚｯﾄまでは高度感のあるｸｻﾘとﾊｼｺﾞ場の連続。朝一で身体が慣れていないこともあり、最高の緊張感のもとにｽﾀﾝｽと

ﾎ-ﾙﾄﾞを確かめながら一歩づつゆっくり進む。狭いｷﾚｯﾄを挟む岩壁は朝日を浴びて眩しく光る。ｷﾚｯﾄと名のつけられた多くの難

所の中で、八峰が最もその名にふさわしく、主稜線にﾏｻｶﾘで真っ二つに割れ目を入れた形状はまさにｷﾚｯﾄ中のｷﾚｯﾄだ。15年前UK

ｻﾝが｢ここを下りるの｣と言って下ろうとした錆びついた捨てﾊｼｺﾞもまだ残置されたまま健在だった。ｷﾚｯﾄの底に降り立ち、鹿島

槍側に取り付いても、鉄製の橋、ｸｻﾘ場に続いて、胸を突く岩場の急登が待ち構えており気が抜けない。鹿島槍北峰の稜線まで

登ると、昨日たどってきた五竜岳から八峰の岩峰が一望のもとに見渡せた。吊尾根稜線にｻﾞｯｸをﾃﾞﾎﾟし、空身で10分足らずの鹿

島槍北峰をﾋﾟｽﾄﾝしてから、鹿島槍岳南峰へ。ここでｺ-ﾋｼｮｯｯﾌﾟ開店。香り立つﾄﾞﾘｯﾌﾟｺ-ﾋと鎌倉紅谷のｸﾙﾐｷｬﾗﾒﾙｹ-ｷの味に、至福

のひと時を過ごした。この山頂ご自慢の剱岳･立山の大展望はあいにくのｶﾞｽに阻まれて得られなかったことが残念だった・・・

頂上に空身で登ってきた若者1人。新越山荘でｱﾙﾊﾞｲﾄをしており、非番の今日、ここまで登ってきたという。この若者の情報

によれば、本日種池山荘を貸切予約していた中学生200名の団体は急遽ｷｬﾝｾﾙになり、種池山荘はｶﾞﾗｽｷ状態だという。いい話を

聞きつけた。天候は下り坂、今日中に予約していた冷池山荘から、当初計画での宿泊先である約3時間先の種池山荘まで頑張る

ことを提案し、ﾒﾝﾊﾞ全員の賛同を得る。そうと決まれば先を急ごう！布引山まで下る途中で、3ｸﾞﾙ-ﾌﾟのﾗｲﾁｮｳ（ﾒｽ2羽、ｵｽ4羽）

に出会った。この時期、ほとんどのﾒｽﾗｲﾁｮｳは子連れのはずなのに雛を一羽もつれていなかったのが気になった。例年大量の残

雪がある冷池のﾃﾝﾄ場の上の雪田には、申し訳程度の雪しか残っていなかったが、その代わり、ｼﾅﾉｷﾝﾊﾞｲ、ﾁﾝｸﾞﾙﾏ、ｺﾊﾞｲｹｲｿｳ、

ｱｵﾉﾂｶﾞｻﾞｸﾗ等、多くの花々が今を盛りに咲き誇っていた。途中で出会った冷池山荘の女性ｽﾀｯﾌ2名にも先行して宿泊先変更手続

きをしていただくようお願いした。冷池山荘の受付ではすでに話が通じていて快く対応していただいた。小雨がﾊﾟﾗついてきた

ので、山荘の自炊ｽﾍﾟ-ｽを借りて待望のｳﾅｷﾞ弁当に舌づつみ。ここから種池山荘までの約3時間の縦走路は3峰からなる爺ｶﾞ岳の

ﾋﾟｰｸの黒部側をﾄﾗﾊﾞ-ｽする。したがって、爺ｶﾞ岳を意識し、相当根性のあるﾊﾟ-ﾃｨしか3峰の頂上は踏まない。先を急ぐAﾊﾟ-ﾃｨ

も最高峰の中央峰の頂上はおそらく踏んでいないだろう。そこでEﾊﾟ-ﾃｨはあえて3峰の頂上を踏むことにした。しかし北峰頂上

に通じる登山道は植生保護のため通行禁止の立て札があったのでとり止め、中央峰と南峰の頂上を踏んだ。誰もいない中央峰頂

上では、ご褒美としてMSｻﾝがここまで大事に持ってきたｸﾞﾚ-ﾌﾟﾌﾙ-ﾂを8等分して喜びを分かち合った。辿りついた種池山荘も少々

狭い部屋であったが個室でゆったりくつろげた。和食の夕飯でよかったが、ご飯が少々硬かったのが不評だった。飲料水が一人

1ﾘｯﾄﾙの割り当てだったのが意外だった。種池畔には水芭蕉とｷﾇｶﾞｻｿｳが咲き、水中にはｻﾝｼｮｳｳｵの卵らしきものが浮かんでいた。

携帯電話の電波状態は今までの山小屋では最も良好。Aﾊﾟｰﾃｨはやはり予定通りこの先2.5時間の新越山荘まで行ったようだ。

◆7/27(水)：柏原新道を下山。薬師の湯で汗を流し、信州そばで空腹を満たしたのち帰宅

未明まで雨。出発する頃には上がって空も明るくなった。今朝は高曇りで、針ﾉ木岳と蓮華岳を従えた針ﾉ木大雪渓や立山の

南に連なる残雪を多く残す山々、そして鹿島槍岳の双耳峰もよく見渡せた。山荘でﾀｸｼを予約し、柏原新道を快調に下る。手入

れが行き届いていて実に歩きやすい道だ。途中、Aﾊﾟ-ﾃｨが歩いているはずの鳴沢岳や赤沢岳がよく見渡せた。ﾀｸｼで乗り付けた

朝の大町温泉薬師の湯はｶﾞﾗｽｷで、ゆっくりと4日間の汗と疲れを流すことができた。ﾄﾞﾗｲﾊﾞのOMｻﾝとCLの2名でﾀｸｼに乗り、五竜

遠見ﾃﾚｷｬﾋﾞﾝ駅そばのﾍﾟﾝｼｮﾝまでﾏｲｶの回収に行った。庭から車を道路に乗り出した瞬間、OMｻﾝがﾊﾝﾄﾞﾙを握るRAV4が側溝に脱輪

し、助手席側前輪のﾌｫｲﾙ2箇所とﾀｲﾔ側面に傷をつけてしまった。走行に支障はないものと判断し、ﾒﾝﾊﾞの待つ薬師の湯に向かい、

紹介してもらった松川村の蕎麦処つばくろでお腹を満たし、帰路に就いた。【自損事故についてはﾋﾔﾘﾊｯﾄ報告書にて別途報告】。

◆おわりに：平均年齢68歳のｼﾆｱﾊﾟ-ﾃｨであったが、15年前の記録に遜色のないﾀｲﾑを残し、TTCｼﾆｱﾒﾝﾊﾞの底力のすごさをあらた

めて実証した。ﾏｲｶの自損事故を起こしてしまい、その処理の仕方を含め、CLとして至らぬ点が多々あったと猛省している。


